
農業農村工学会東北支部賞授賞規則実施細則 

（目  的） 

第１条 この細則は、農業農村工学会東北支部賞授賞規則（以下「授賞規則」という）

にもとづく事項の実施について必要と認める事項を定めることを目的とする。 

（優秀賞の基準と授賞範囲） 

第２条 優秀賞は、当該年度に東北地方において農業農村工学の学問及び技術水

準の向上に寄与する内容の発表を行った者に授与する。 

２ この賞は、原則として毎年３件以内を選考する。 

３ 大学及び旧国立研究機関に所属する会員（教職員）とこれらに属さない会員 

の連名発表の場合は、本賞の対象から除くものとする。 

４ 賛助会員は、支部所属ではないが、本支部で発表を行った場合、その発表に

関して支部会員とみなされ、この賞の対象となりうる。 

５ 個人（単数または複数）発表の授賞は、その中に含まれる支部会員全員に対

して行われる。組織による発表の場合もこれに準ずる。 

６ やむを得ない理由で欠席し、代理の者が発表した場合、代理発表者が授賞

対象者である場合は、この賞の対象となり得る。 

（研鑽賞の基準と授賞範囲） 

第３条 研鑽賞は、多年にわたり農業農村工学の研鑽とその発表を重ねた者に授与

する。 

２ この賞は、同一会員（単数）が支部研究発表会及び東北支部管内で開催さ

れる農業農村工学会大会講演会において、通算５回の発表を行った次回に、

該当会員に授与する。 

３ この賞は、１度５回に達しても、以降において再び通算５回に達した場合は

再度授与される。 

４ 同一年度に２課題以上発表した場合は、これを発表１回とみなす。 

５ 個人連名（大学及び旧国立研究機関に所属する会員（教職員）との連名を

含む）の発表については、連名各会員に対し、それぞれ発表を１回とみなす。 



（奨励賞の基準と授賞範囲） 

第４条 奨励賞は、当該年度の支部研究発表会において、独創性や将来性に富む

技術の開発に寄与できると予測される研究を発表した 35 歳以下の者（発表す

る前年度の 3 月 31 日現在。また連名発表の場合トップネームで発表した者に

限る。）に授与する。 

２ この賞は、原則として毎年若干件を選考する。 

 

（授賞審査委員会） 

第５条 授賞審査委員会の委員は、支部に属する大学及び旧国立研究機関から６名、

支部役員から３名（農政局から１名、支部に属する県から２名）の計９名とし、支

部長が指名し、委嘱する。その際支部長は、委員の専門分野が偏らないよう配

慮する。 

２ 支部長は、委員の中から委員長を選んで指名する。 

３ 委員の委嘱並びに委員長の指名は、支部研究発表の１ヶ月以上前に行う。 

４ 委員長並びに委員の任期は、その委嘱又は指名を受けた日から支部総会で

審査報告の行われる日までとする。 

  ５ 委員の再任は妨げない。 

 

（優秀賞の選考） 

第６条 支部長は、委員長に委員の氏名並びに支部研究発表会のプログラム（発表

課題名・発表者・発表会場・発表時間）を通知する。 

２ 委員長は、前項の通知にもとづき、委員と連絡協議して、研究発表をなるべく

もれなく聴講し、適確に評価できるように、各委員の聴講分担を定める。 

３ 委員長は、支部研究発表会の当日、事前に委員会を開催し、審査方針等に

ついて委員の共通の了解を図るものとする。 

４ 支部事務局は、審査委員会前までに投稿票をもとに授賞資格を確認し、表彰

対象課題一覧（様式任意）を作成し、支部研究大会発表会の当日に開催される

審査委員会で共有する。 

５ 支部長は、研究発表会の座長を委嘱する際に、座長が司会を行った研究発

表の中から、優秀賞の授賞に価すると考えられる発表があればそれを選出し、

その簡単な推薦理由を附して支部長に報告することを、併せて依頼するものと

する。 

６ 支部事務局は、委員長、委員、座長に、講演要旨集、本規則、本実施細則を、



支部研究発表会の１週間以上前に送付する。 

７ 座長は、本条第４項の推薦書を、支部研究発表会後１週間以内に支部長へ

送付し、支部事務局はこれを速やかに委員長並びに委員に送付する。その際

座長が必要と認めるときは、専門家の意見を聴取して付記することができる。 

８ 委員は、講演要旨集の検討と発表の兆候に基づき、優秀賞の授賞に値すると

考える発表があれば、支部研究発表会後１週間以内に支部長へ推薦書を送付

する。 

９ 委員は、講演要旨集の検討と発表の聴講にもとづき、座長や会員の意見等を

参考にして、３件程度の課題を優秀の順に順位をつけ、それぞれの推薦理由を

付記した推薦書を委員長に提出する。 

10 委員長は、委員からの推薦にもとづき委員と連絡協議して、候補者を定める。

委員長は、当該年の年度末までに、支部長に候補者とその選考理由並びに審

査経過を文書で答申する。 

11 委員長は、その推薦した候補者が諮られる支部代表幹事及びその授賞式に

おいて、選考理由と審査経過を報告する。 

 

（研鑽賞の選考） 

第７条 研鑽賞の選考作業は支部事務局が行い、支部事務局は本細則第３条第２項

及び第３項に定められた、その年度のこの賞の受賞資格者の氏名、発表課題、

発表年度等を、委員長並びに委員に資料として提出する。 

２ 前項の資料は、前条第６項の優秀賞に係る座長の推薦書を支部事務局   

から送付する際に同封する。 

３ 委員長は、支部事務局から提出された資料を委員と連絡協議して、研鑽賞受

賞候補者とその受賞資格を確認する。委員長はこの確認結果を当該年の年度

末まで支部長に文書で答申する。 

 

（奨励賞の選考） 

第８条 第６条に準じて行うものとする。 

 

（受賞者の資格の確認） 

第９条 支部長は、委員長から推薦された優秀賞、研鑽賞及び奨励賞の授賞候補者

について、授賞規則第２条又は第３条に定められた受賞資格を確認し、その結

果を賞の決定を行う支部代表幹事会に諮る。 



 

（賞の授与） 

第 10 条 受賞者の決定までは、賞の候補者とその課題について公表を行わない。 

    ２ 支部代表幹事会において受賞者が決定された場合、支部長は速やかに   

その者に受賞決定を通知するとともに、授賞式の場所と日時を知らせて、出

席を要請する。 

    ３ 受賞者に対しては次回の授賞式において所定の賞状及び副賞を授与す   

る。 

 

（賞状および副賞） 

第 11 条 賞状の種類及び様式は、別記に定めるとおりとする。なお、副賞として記念

品を贈呈する。 

  



附 則 

 １．農業土木学会東北支部表彰要領運用細則（昭和 54 年 10 月 24 日制定）を改

訂し、この実施細則に改める。 

 ２．この実施細則は、昭和 55 年９月 20 日から施行する。 

 ３．第１回から第 27 回支部研究発表会の期間に、通算５回の発表回数に達した会

員への研鑽賞の受賞は、昭和 56 年度授賞式において行う。なお、この期間にお

ける発表回数は、支部会員の資格で行ったものとみなす。 

 ４．この実施細則は、昭和 59 年 10 月 22 日から一部改正する。 

 ５．この実施細則は、昭和 60 年 10 月 16 日から一部改正する。 

 ６．この実施細則は、平成 ９ 年 ５ 月 28 日から一部改正する。 

 ７．この実施細則は、平成 10 年 ５ 月 28 日から一部改正する。 

 ８．この実施細則は、平成 19 年 ５ 月 15 日から一部改正する。 

 ９．この実施細則は、平成 19 年 ７ 月 30 日から一部改正する。 

 10．この実施細則は、平成 21 年 ３月 24 日から一部改正する。 

 11．この実施細則は、平成 23 年 ３月  ７日から一部改正する。 

 12．この実施細則は、平成 27 年 ２月 16 日から一部改正する。 

 13. この実施細則は、令和 ６ 年 ６月  ７日から一部改正する。 

 


